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Hexokinase (HK, 2. 7. 1. 1.）は次の反応を媒介する酵素である。
HK  





したがって一般には，本酵素活性値の測定には glucose-6-phosphatedehydrogenase (G 
-6-PD)および NADPを反応系に加えて，上記の反応で生じた glucose-6-phosphate(G-
-6-P)を下記のこ‘‘とく NADPHに変え， 340 runで測定する方法を利用している。
G-6-PD 








Adenosin-5'-Triphosphate (ATP), (1-N icotinamide Adenine Dinucleotide Phos-
































Beutler 1)は 2mMを，Feilekら2)は 3mMを，三輪3)は 3.7mM を使用文献によれば，





O'sulivan らによると ATPはpH8.0の溶液中では ATP4―として存在し， Mg2＋が存在
すると Mg・ATP2―complexとなり ，はじめて基質として作用するという。しかもその固定
定数は約70,000を示すと報告している。このことから推察すると ，ATPとMgC12が共存す
る溶液中ではその大多数が Mg・ ATP2―complexとして存在し， Mg2+, ATP4―のどちらか
過剰な方が遊離 (free)の状態で存在することになる。 したがって HK の基質として ATPの




この Mg • ATP2-complex猥度変化による HK活性曲線を基準に freeATP4―および free
Mg2十がそれぞれ 1または 5mM過剰になるように反応溶液を濃度変化させてHK酵素反応を
行ったところ ，図 1の波線のような変動がみられた。これらの実験から freeATP4―がHKの
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の基質としての Mg• ATP 2-complexは 5~10mMが至適濃度であり， ATP濃度に対し，
MgCl2濃度を常に 1~3mM過剰にするとほとんどの ATPは Mg•ATP2― complex を生じ
るものと思われる。したがって本術式では ATP6.7mM, MgCl2 8 mMを基質濃度 として
使用することにした。
3) NADPおよび G_6_PD猥度の吟味
上記の結果により， glucoseを3mM, ATPを 6.7 mM, MgCl2 8 mMを基質猥度とし
て NADPおよび G-6-PD濃度 とHK活性値の関係を調べたところ， NADPは 0.2mM,
G-6-PDは 0.3 ~ 0.4 u/mlが必要であった。
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4) 至適pHの検討
50mM Triethanol amine Buffer (TEA Buffer)を用い，上記試薬濃度で反応の至適pH






加する。 5分後より ,1£/10 minを測定する。得られた値に係数を剰じて活性値を算出する方法と





赤血球 1mlが基質を 1μmole変化 させた場合を 1u/ml packed cellとして酵素活性値を表
表 I Hexokinase測定法のまとめ
用手測定法 (10例分）
300 mM  glucose 0, 3 
(ml) 
100 mMATP(pH8.0)I 2. 0 
15 mM  NADP 0.2 
50 u/ml G-6-PD 0.2 
buffer 10.0 









3. 0 0. 15 
6. 7 1. 0 
0, 2 o. 1 
0.3 u/ml 0. 1 
50mM TEA 
5, 0 
8 mM  MgC12 
0.8 
活性値算出用 factorをセットする
溶血液25μlを 1: 11ヒ°ペッタ ーで
比0 にて流出
上液を 1:11ヒ°ペッタ ーで分注




HK u/ml packed cell 
JE/10 min X終末液量 (3)X希釈倍率 (25)
10 X溶血液呈 (0.2)X 6.22 
JE/lOminX 6.03 
自動分析機 (ABA-100システム）用係数
HK u/ml packed cell 
.JE/5 min X終末液量 (0.525)X 25 XABA係数 (0.5) 
= 5 x溶血液量 (0.025)X 4.77 




























































0 5 1.0 (u/mlpc) 
自動分析法
図5 用手測定法と自動分析法の相関関係図
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液としての保存性は良くなかった。また4℃では 4週間は調整時と同様のHK活性値が得られ
た。
試料の保存性を確かめるため，抗凝固血液をキャヒ ラ゚リ ーに入れ， 12000rpmで 10分間遠心
沈澱後一定容星をカットし，ー40℃に保存すると 3日間は活性値に変化はみられなかった。血
液の 4℃保存では， 6時間は採血時と較べて大差ないが， 24時間後では一6%~-26％と変化
が著しく ，活性値測定には不適当であり ，室温保存ではさらに著しく 21%~47％もの低下がみ
7) 
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